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問
題
の
所
在

　

鎌
倉
時
代
に
浄
土
宗
を
立
て
た
法
然
房
源
空
（
長
承
二
年
﹇
1
1
3
3
﹈
〜
建
暦
二
年
﹇
1

 

2

 
1
 

2
﹈）
の
弟
子
に
、
成
覚
房
幸
西
（
長
寛
元
年
﹇
1
1
6
3
﹈
〜
宝
治
元
年
﹇
1
2
4
7
﹈）
が
い
た
。

幸
西
の
新
し
い
思
想
は
「
一
念
義
」
と
称
さ
れ
、
没
後
百
年
ほ
ど
は
そ
の
門
流
が
残
存
し
て

い
た
も
の
の
後
に
絶
え
た
。

　

数
百
年
後
の
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
源
空
を
祖
師
と
す
る
浄
土
宗
鎮
西
流
と
真
宗
本
願
寺

派
、
大
谷
派
の
学
僧
た
ち
は
、
幸
西
の
一
念
義
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
っ
た
。
江
戸
時
代
の

一
念
義
研
究
は
、
当
時
の
浄
土
宗
と
真
宗
の
学
問
状
況
を
知
る
た
め
に
有
益
な
題
材
で
あ

る
。
ま
た
そ
れ
ら
研
究
に
は
、
後
の
研
究
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
優
れ
た
知
見
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
浄
土
宗
僧
と
真
宗
僧
に
よ
る
一
念
義
研
究
に
つ
い
て
整

理
し
た
い
。第

一
項
　
議
論
の
前
提

　

鎌
倉
後
期
、
幸
西
に
つ
い
て
も
述
べ
る
三
書
が
成
立
し
、
以
後
の
研
究
に
莫
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
応
長
元
年
（
1
3
1
1
）
に
東
大
寺
戒
壇
院
の
華
厳
宗
僧
で
あ
る
示
観
房
凝
然

が
撰
述
し
た
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
一
巻
（
以
下
、『
源
流
章
』
と
略
す
）
と
、
こ
れ
と
前
後
し

て
浄
土
宗
で
成
立
し
た
作
者
未
詳
『
法
然
上
人
伝
記
』
九
巻
（
以
下
、『
九
巻
伝
』
と
称
す
）、

そ
し
て
正
和
二
年
（
1
3
1
3
）
乃
至
正
中
元
年
（
2
 4
）
に
山
門
功
徳
院
の
舜
昌
が
述
作
し

た
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
十
八
巻
（
以
下
、『
四
十
八
巻
伝
』
と
称
す
）
で
あ
る
。

　

凝
然
『
源
流
章
』
大
日
本
国
浄
教
弘
通
次
第
は
、
源
空
門
弟
の
第
一
と
し
て
幸
西
を
挙
げ
、

そ
の
一
念
義
に
つ
い
て
詳
述
し
た
。

幸
西
大
徳
立w

一
念
義z

言w

「
一
念
」q

者
、
仏
智
一
念
、
正
指w

仏
心q

為w

念
心z

凡

夫
信
心
冥-w

会
仏
智a

仏
智
一
念
是
弥
陀
本
願
。
行
者
信
念
与w

仏
心q

相
応
、
心
契w

仏

智
願
力
一
念z

能
所
無
二
、
信
智
唯
一
、
念
々
相
続
、
決
定
往
生
。 

（
一
六
ウ
〜
七
オ
）

幸
西
の
所
謂
「
一
念
」
と
は
仏
智
一
念
で
あ
り
、
凡
夫
の
信
心
が
こ
れ
と
契
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
決
定
往
生
で
き
る
、
と
。
撰
者
凝
然
は
幸
西
の
佚
書
『
略
料
簡
』
と
『
一
渧
記
』、『
称

仏
記
』
か
ら
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
解
説
は
大
正
時
代
に
発
見
紹
介
さ
れ
た
『
玄
義
分
抄
』

一
巻
と
も
整
合
す
る
た
め
、
信
憑
す
べ
き
で
あ
る
。

　

他
方
、『
九
巻
伝
』
と
『
四
十
八
巻
伝
』
の
幸
西
に
つ
い
て
の
記
事
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。

『
九
巻
伝
』
巻
第
六
下
「
一
念
義
停
止
事
」
は
斯
く
始
ま
る
。

山
門
の
西
塔
南
谷
の
住
侶
に
「
金
本
坊
の
少
輔
」
と
て
聡
敏
の
学
生
也
け
る
か
、
最
愛

の
児
に
送後

れ
て
交
衆
倦
か
り
け
れ
は
、
三
十
六
の
歳
遁
世
し
て
上
人
〔
源
空
…
引
用
者
註
〕

の
弟
子
と
な
り
、
念
仏
門
に
入
て
「
成
覚
坊
」
と
申
け
る
か
、
天
台
宗
に
ひ引

き
い入

れ
て

「
迹
門
の
弥
陀
」「
本
門
の
弥
陀
」
を
立
て
、「
十
劫
正
覚
と
い
へ
る
は
迹
門
の
弥
陀
也
。

本
門
の
弥
陀
は
無
始
本
覚
の
如
来
な
る
か
故
、
弥
陀
と
我
等
と
差
異
な
し
。
此
謂
を
き聞

く
一
念
に
事
足
ぬ
。
多
念
の
数
返
甚
無
益
な
り
」
と
い言

ひ
て
「
一
念
義
」
と
云
事
を
自

立
し
け
る
を
、
上
人
「
弥
陀
の
本
願
は
極
重
最
下
の
悪
人
を
助
、
愚
痴
浅
識
の
諸
機
を

救
わ
ん
か
為
な
れ
は
、
一
形
に
は励け
み
念
〻
に
捨
さ
る
、
是
正
意
也
。
無
行
の
一
念
義

を
た立

て
多
念
の
数
返
を
妨
け
ん
事
、
不p

可p

然
」
と
仰
ら
れ
け
る
を
承
引
せ
す
、
猶
此

義
を
興
し
け
れ
は
「
我
弟
子
に
は
あ非ら
す
」
と
棄
置
せ
ら
れ
け
り
。〔
…
〕
上
人
配
国

の
後
、
成
覚
坊
の
弟
子
善
心
坊

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
へ
る
僧
、
越
後
国
に
し
て
専
此
一
念
義
を
立
け
る

を
、
光
明
坊
と
い
へ
る
も
の
不w

心
得q

事
に
思
て
、
承
元
三
年
夏
の
比
、
消
息
を
も
て

上
人
に
尋
申
け
る
に
付
て
〔
…
〕。
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成
覚
房
は
卅
六
歳
で
遁
世
し
た
後
、
本
迹
二
門
の
弥
陀
を
立
て
、
こ
の
謂
れ
を
聞
く
一
念
に

事
足
り
て
多
念
の
数
遍
は
無
益
だ
と
説
い
た
。
源
空
は
無
行
の
一
念
義
を
許
さ
ず
、
な
お
も

こ
の
義
を
興
し
た
成
覚
房
を
破
門
し
た
。
建
永
二
年
（
1
2
0
7
）
に
源
空
が
南
海
に
配
流

さ
れ
た
後
、
成
覚
房
の
弟
子
の
善
心
房
が
越
後
で
一
念
義
を
立
て
た
。
こ
れ
を
光
明
房
が
不

審
と
し
て
、
承
元
三
年
（
1
2
0
9
）
に
書
状
で
源
空
に
照
会
し
た１
、
と
。
こ
こ
で
所
謂
「
一

念
」
は
仏
智
一
念
で
な
く
、
凝
然
『
源
流
章
』
の
説
明
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
引
用
文
の
後
に
は
、
同
年
六
月
十
九
日
付
の
源
空
書
状
「
遣w

北
陸
道q

書
状
」（
了

恵
道
光
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
巻
第
十
﹇
文
永
十
一
年
﹇
1
2
7
4
﹈
成
立
﹈）
を
和
訳
し
た
も
の
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
越
後
国
の
「
善
心
坊
」
と
は
、
自
ら
「
善
信
」
と
称
す
る
こ
と
も

あ
り
、
承
元
三
年
に
同
国
に
い
た
ら
し
い
親
鸞
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
四
十
八
巻
伝
』

巻
第
廿
九
第
四
段
に
も
『
九
巻
伝
』
巻
第
六
下
「
一
念
義
停
止
事
」
と
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
も

の
の
、「
成
覚
房
の

0

0

0

0

第弟

子
等

0

0

、越
後
国
に
し
て
一
念
義
を
た立

て
け
る
を
」
と
あ
る
だ
け
で
、「
善

心
坊
と
い
へ
る
僧
」
な
ど
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
項
　
浄
土
宗
僧
の
闢
異
と
真
宗
僧
の
禦
侮

　

数
百
年
後
の
江
戸
時
代
に
浄
土
宗
と
真
宗
の
僧
た
ち
が
幸
西
に
つ
い
て
論
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
た
だ
文
運
が
昌
隆
し
宗
学
が
奨
励
さ
れ
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
な
か
っ
た
。

大
正
時
代
に
村
上
専
精
が
述
べ
た
如
く
、「
寛
文
の
初
よ
り
起
り
て
嘉
永
の
頃
に
至
る
ま
で
、

前
後
凡
そ
二
百
年
間
の
久
し
き
に
亘
り
、
而
も
後
に
至
る
に
随
ひ
愈
〻
益
〻
激
論
を
加
へ
来

り
、
文
壇
上
の
法
戦
暫
時
も
休
息
な
き
状
態
な
り
き
。
但
し
其
の
論
ず
る
と
こ
ろ
を
見
る
に
、

終
始
一
貫
し
て
、
故
聖
人

0

0

0

〔
親
鸞
…
引
用
者
註
〕
の0

肉
食
妻
帯
を
批
難
し
、
又
其
の
一
念
義
を

0

0

0

0

破
斥
す
る

0

0

0

0

に
あ
り
。
前
者
は
宗
風
に
対
す
る
批
難

に
カ・

し
て
、
後
者
は
宗
義
に
対
す
の
攻
撃
な

り
。
而
し
て
此
を
批
難
攻
撃
せ
ん
と
す
る
結
果
、
故
聖
人
を
以
て
成
覚
房
幸
西
の
弟
子
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し

0

0

、
共
に
法
然
上
人
よ
り
し
て
破
門
の
譴
責
を
蒙
む
れ
る
堕
落
僧
な
り
と
す
る
に
あ
り２
」。

そ
の
た
め
江
戸
時
代
、
浄
土
宗
僧
は
闢
異
の
た
め
真
宗
僧
は
禦
侮
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
幸
西

に
論
及
し
て
い
っ
た
。

　

早
い
時
期
の
例
と
し
て
、浄
土
宗
西
山
流
総
持
寺
の
某
僧３
は
『
親
鸞
邪
義
決
』
一
巻
（
亡
佚
。

以
下
、『
邪
義
決
』
と
略
す
）
を
刊
行
し
て
「
成
覚
房
弟
子
善
心
房
親
鸞

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

云
僧
、
越
後
国
専
立w

此
一
念
義q

」（『
親
鸞
邪
義
決
之
虚
偽
決
』﹇
後
掲
、
二
頁
﹈
所
引
佚
文
）
と
述
べ
、
成
覚
房
弟
子
の

善
心
房
親
鸞
が
越
後
国
で
一
念
義
を
立
て
た
と
し
た
。
こ
れ
は
『
九
巻
伝
』
な
ど
の
「
善
心

房
」
の
下
に
「
親
鸞
」
二
字
を
加
え
、
源
空
か
ら
呵
責
さ
れ
た
越
後
国
の
誑
法
者
を
親
鸞
と

断
じ
た
も
の
で
あ
り
、
以
後
の
議
論
に
与
え
た
影
響
は
小
さ
く
な
い
。『
邪
義
決
』
刊
行
直

後
の
寛
文
三
年
（
1
6
6
3
）、
真
宗
僧
の
筆
名
「
帰
郷
子４
」
は
『
親
鸞
邪
義
決
之
虚
偽
決
』

一
巻
を
刊
行
し
、「
誣
云w

「
成
覚
房
弟
子
善
心
房
親
鸞
」a

寧
非w

瞎
漢q

耶
」（
三
頁
）
と
反

駁
し
た５
。

　

ま
た
六
年
後
の
寛
文
八
年
に
、
鎮
西
流
祖
と
さ
れ
る
聖
光
房
弁
長
（
応
保
二
年
﹇
1
1
6
2
﹈

〜
嘉
禎
四
年
﹇
1
2
3
8
﹈）
の
『
念
仏
名
義
集
』
三
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
巻
下
付
録
に

『
本
朝
高
祖
伝
記
』
巻
六
抜　
　
　
　

 

古
本
之
写６ 

（
一
五
オ
）

と
し
て
『
九
巻
伝
』
巻
第
六
下
「
一
念
義
停
止
事
」
が
引
載
さ
れ
、
そ
の
「
善
心
房
」
の
右

傍
に
「
親
鸞
ノ
ヿ
也
」
と
小
書
さ
れ
た
（
一
六
ウ
）。
こ
れ
も
ま
た
越
後
国
の
誑
法
者
を
親
鸞

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
後
、
諍
論
は
殆
ど
浄
土
宗
鎮
西
流
僧
と
真
宗
僧
の
間
で
展
開
さ
れ

て
い
っ
た７
。

　

宝
永
元
年
（
1
7
0
4
）、
鎮
西
流
の
中
阿
円
智
纂
述
・
良
照
義
山
重
修
で
、『
四
十
八
巻
伝
』

の
校
註
書
で
あ
る
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』
六
十
巻
（
以
下
、『
翼
賛
』
と
略
す
）
が
刊
行

さ
れ
た
。
同
書
は
諸
史
料
を
博
捜
し
た
成
果
の
一
部
と
し
て
、
巻
第
四
十
八
（
一
〇
オ
〜
ウ
）

で
凝
然
『
源
流
章
』
な
ど
か
ら
幸
西
に
つ
い
て
の
記
事
を
抄
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
当
時
数

家
に
秘
蔵
さ
れ
る
の
み
で
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
三
条
長
兼
『
三
長
記
』
の
元
久
三
年

（
1
2
0
6
）
二
月
卅
日
条
を
巻
第
卅
一
（
一
ウ
）
に
引
載
し
た
。
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
の
研
究
に
大
き
く
裨
益
し
た
と
考
え
ら
れ
る８
。

　

十
二
年
後
の
正
徳
六
年
（
1
7
1
6
）、
真
宗
僧
の
筆
名
「
芸
広
城
下
隠
子
九
々
老
衲９
」
は

『
浄
土
真
宗
流
義
問
答
』
巻
第
一
上
第
六
条
（
以
下
、『
流
義
問
答
』
と
略
す
）
で
『
邪
義
決
』

に
斯
く
駁
し
た
。

邪
義
決
房
ヘ
申
ス
。
カ
ヘ
ス
〳
〵
成
覚
房
ハ
、
一
念
義
ノ
邪
義
ヲ
立
ラ
レ
シ
ニ
ヨ
リ
テ
、

上
人
〔
源
空
…
引
用
者
註
〕
ノ
御
門
下
ヲ
擯
出
セ
ラ
レ
タ給マ
フ
人
ナ
リ
。
其
上
成
覚
ハ
サ

0

0

0

0

セ
ル
智
者
学
匠
ニ
モ
ア
ラ
ス

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
夫
故
、
一
部
一
巻
ノ
仮
名
法
語
ダ
ニ
モ
世
ニ
ノ遺コ
サ
レ

ス
、
増
テ
ヤ
シ確カ
ト
シ
タ
ル
述
作
ハ
云
ニ
モ
不p

及
。
カ
ヽ
ル
僻
僧
ヲ
、
何
故
ニ
カ
〔
…
〕

親
鸞
大
徳
ノ
聖
人
、
何
ソ
我
ヨ
リ
モ
抜
群
劣
タ
ル
成
覚
房
ヲ
豈
師
匠
ト
シ
タ給マ
ハ
ン

ヤ
。
思
テ
見
ツ
ヘ
シ
。 

（
一
八
オ
〜
ウ
）

成
覚
房
は
智
者
学
匠
で
な
く
、
一
念
の
邪
義
を
立
て
た
こ
と
で
擯
出
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な

者
を
祖
師
親
鸞
が
師
と
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
、
と
。
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し
か
し
『
九
巻
伝
』
と
『
四
十
八
巻
伝
』
で
さ
え
も
、
前
項
で
見
た
如
く
幸
西
を
「
聡
敏
」

と
評
し
て
い
た
。
そ
の
遺
書
が
亡
佚
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
智
者
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
も
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
西
山
流
の
某
僧
『
邪
義
決
』
の
難
破
だ
け
で
な
く
、
真
宗
の

九
々
老
衲
『
流
義
問
答
』
の
反
破
も
ま
た
浅
薄
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

当
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
幸
西
研
究
に
と
っ
て
最
大
の
桎
梏
は
、『
九
巻
伝
』
の
幸
西

に
つ
い
て
の
疑
わ
し
い
記
事
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
、『
四
十
八
巻
伝
』
だ
と
言
っ
て

よ
いＡ
。
同
伝
を
勅
修
御
伝
と
し
て
尊
崇
し
て
い
た
浄
土
宗
鎮
西
流
僧
の
幸
西
研
究
に
、
見
る

べ
き
も
の
は
稀
で
あ
っ
た
。

　

他
方
の
真
宗
本
大
両
派
僧
は
、
九
々
老
衲
『
流
義
問
答
』
の
よ
う
に
通
説
を
信
じ
て
足
れ

り
と
し
て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
親
鸞
の
曽
孫
に
し
て
本
願
寺
第
三
世
と
さ
れ

る
覚
如
宗
昭
（
文
永
七
年
﹇
1
2
7
0
﹈
〜
観
応
二
年
﹇
1
3
5
1
﹈）
は
一
念
義
を
学
ん
だ
こ
と
が
、

遺
弟
の
乗
専
『
最
須
敬
重
絵
詞
』
巻
第
五
第
十
九
段
（
文
和
元
年
﹇
1
3
5
2
﹈
成
立
）
に
斯
く

明
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
宗
昭
は
…
引
用
者
註
〕
慈
光
寺
ノ
勝
縁
上
人
ニ
対
シ
テ
、
一
念
ノ
流

0

0

0

0

ヲ
モ
習
学
ア
リ
ケ

リ
。
コ
レ
モ
『
凡
頓
一
乗
』、『
略
観
経
義
』、『
略
料
簡
』、『
措
心
偈
』、『
持
玄
鈔
』
ナ

ト
イ
フ
幸
西
上
人
ノ
製
作

0

0

0

0

0

0

0

、
ユ許ル
サ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
カ書

キ
ト取

リ
給
ケ
リ
。

宗
昭
は
慈
光
寺
勝
縁Ｂ
に
就
い
て
「
一
念
ノ
流
」
を
学
び
、
幸
西
遺
著
の
『
凡
頓
一
乗
』
な
ど

を
書
写
し
た
、
と
。
た
と
え
親
鸞
が
幸
西
の
弟
子
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
江
戸
時
代
の
真

宗
本
大
両
派
が
幸
西
の
流
れ
も
汲
ん
で
い
る
こ
と
は
動
か
し
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
も

あ
っ
て
で
あ
ろ
うＣ
、
同
宗
両
派
僧
は
、
幸
西
は
一
念
の
邪
義
を
立
て
て
源
空
か
ら
破
門
さ
れ

た
と
す
る
通
説
を
疑
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

義
山
没
後
第
十
三
年
の
享
保
十
四
年
（
1
7
2
9
）、
遺
弟
の
見
阿
素
中
は
先
師
の
遺
稿
を

『
御
伝
翼
賛
遺
事
』
一
巻
と
し
て
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
駁
し
て
、
真
宗
本
願
寺
派
の
日
渓
法

霖
（
元
禄
六
年
﹇
1
6
9
3
﹈
〜
寛
保
元
年
﹇
1
7
4
1
﹈）
は
『
弁
翼
讃
遺
事
』
一
巻
を
著
わ
し
、

「「
一
念
義
」「
多
念
義
」、
名
出w

於
成
覚
隆
寛
門
人a

不p

関w

其
師q

」（
三
三
六
頁
）
と
し
た
。

筆
者
は
、「
一
念
義
」
は
幸
西
の
門
人
が
自
称
し
た
も
の
で
な
く
他
流
か
ら
他
称
さ
れ
た
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
、「
一
念
義
」
の
名
は
幸
西
の
門
人
に
出
づ
と
す
る
法
霖
の
説
に

完
全
に
は
賛
同
で
き
な
い
。
し
か
し
何
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
幸
西
が
自
義
を
「
一
念
義
」
と

自
称
し
た
と
す
る
通
説
を
懐
疑
し
た
卓
見
で
あ
る
。

　

後
の
大
正
時
代
に
幸
西
の
佚
書
『
玄
義
分
抄
』
が
発
見
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
用
い
て
梯
実

円
は
「
幸
西
は
、
自
身
の
立
場
を
真
宗
と
か
真
門
と
よ
ん
で
い
て
、
一
念
義
と
は
い
っ
て
い

な
いＤ
」
と
指
摘
し
た
。
幸
西
が
自
義
を
「
一
念
義
」
と
自
称
し
な
か
っ
た
ら
し
い
と
い
う
意

味
で
は
、
法
霖
の
説
の
正
し
か
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
今
日
、
法
霖
や
梯
の
指
摘
が

殆
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

第
三
項
　
宗
名
争
と
一
念
義
研
究

　

江
戸
後
期
の
安
永
三
年
（
1
7
7
4
）、
真
宗
本
派
の
江
戸
輪
番
築
地
別
院
は
同
宗
大
派
の

江
戸
輪
番
浅
草
別
院
と
と
も
に
、
宗
名
を
従
来
の
「
一
向
宗
」
な
ど
で
な
く
「
浄
土
真
宗
」

で
統
一
し
て
ほ
し
い
と
幕
府
寺
社
奉
行
に
歎
願
し
た
。
当
時
、
築
地
輪
番
と
し
て
寺
社
奉
行

と
折
衝
し
て
い
た
慶
証
寺
の
第
七
世
は
、
法
霖
法
孫
の
景
耀
玄
智
で
あ
るＥ
。
こ
れ
に
つ
い
て

寺
社
奉
行
か
ら
諮
問
さ
れ
た
浄
土
宗
鎮
西
流
の
江
戸
増
上
寺
は
不
当
と
答
申
し
、
翌
四
年
に

所
謂
「
宗
名
故
障
書
」
を
呈
上
し
た
こ
と
で
、
所
謂
「
宗
名
争
」
が
勃
発
し
た
。

　

こ
の
真
宗
諸
派
と
浄
土
宗
鎮
西
流
に
よ
る
諍
訟
が
拡
大
し
て
、
親
鸞
は
源
空
の
弟
子
で
な

く
、
源
空
か
ら
破
門
さ
れ
た
幸
西
の
弟
子
だ
っ
た
の
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
に
な
っ

た
。
真
宗
本
派
慶
証
寺
の
所
謂
「
宗
名
故
障
書
弾
文
」
に
駁
し
て
、
鎮
西
流
は
「
一
向
宗
復

答
書
返
破Ｆ
」
で
斯
く
主
張
し
た
。

往
昔
、
叡
山
之
成
覚
坊
幸
西
と
申
者
、
我
流
祖
大
師
〔
源
空
…
引
用
者
註
〕
之
座
下
に
参

し
弟
子
之
分
に
列
り
候
処
、
一
念
之
新
儀
を
立
つ
る
故
、「
我
弟
子
に
あ非ら
す
」
と
門
下

を
擯
出
せ
ら
る
。
彼
宗
祖
師
親
鸞
も
右
幸
西
に
随
て
一
念
之
新
義
を
立

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
越
後
国
に
遠

流
せ
ら
れ
候
。
弥
盛
に
此
儀
を
立
る
ゆ故へ
に
、
我
祖
師
此
儀
を
停
止
し
て
、「
一
念
新

義
を
立
る
輩
は
我
弟
子
に
あ非ら
す
、
天
魔
な
り
、
外
道
な
り
」
と
呵
責
し
玉
へ
り
。
此

儀
、『
勅
修
伝
』
二
十
九
巻
に
委
細
あ
り
。
凡
仏
法
に
は
師
命
に
背
を
も以つ
て
第
一
之

罪
と
す
。
然
に
彼
親
鸞
は
背
師
に
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
今
も
其
子
孫
末
流
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。 

（
四
六
オ
〜
七
オ
）

我
祖
大
師
之
弟
子
に
親
鸞
と
申
者
無p

之
候
。
大
師
一
代
之
実
伝
に
一
切
無p

之
候
。
親0

鸞
又
は
善
信
房
と
申
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
越
後
国
に
お
ゐ
て
成
覚
房
幸
西
之
弟
子
に
て
一
念
儀
を
立
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

故
、
是
を
呵
責
し
玉
ふ
事
、
鎮
西
上
人
の
『
名
義
集
』
に
委
曲
せ
り
、『
勅
修
伝
』
に

略
し
て
被p
載
た
り
。 

（
六
一
オ
〜
ウ
）

直
後
の
安
永
六
年
、
玄
智
は
『
浄
土
真
宗
御
宗
名
顕
真
弁
』
一
巻
（
以
下
、『
顕
真
弁
』
と
略
す
）

を
寺
社
奉
行
に
呈
上
し
、
鎮
西
流
の
「
一
向
宗
復
答
書
返
破
」
に
斯
く
駁
し
た
。

案
ズ
ル
ニ
、
成
覚
所
立
ノ
一
念
義
ハ
、『
浄
土
源
流
章
』
ニ
叙
ス
ル
ヲ
見
申
候
ニ
義
趣
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幽
邃
ニ
シ
テ
、
元
祖
ノ
所
破
ニ
ハ
当
サ
ル
ヤ
ウ
ニ
相
見
申
候
。〔
…
〕「
成
覚
ハ
黒
谷
門

0

0

0

0

0

0

下
ノ
擯
出

0

0

0

0

」
ト
申
モ

0

0

0

、
鎮
徒
ノ
誣
説
ト
罷
存
候

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
コ
ト
ニ
吾
祖
ヲ
「
成
覚
ノ
弟
子
」
ト

申
ヿ
、
跡
方
モ
ナ
キ
妄
説
ニ
御
坐
候
。 

（
三
四
ウ
）

〔
鎮
徒
は
…
引
用
者
註
〕
我
祖
ヲ
「
円
光
大
師
ノ
弟
子
ニ
ア非ラ
ズ
」
ト
云
義
ヲ
相
ノ述

ベ
申
候
。

鎮
徒
共
、
前
来
ヨ
リ
当
宗
ノ
繁
昌
ヲ
嫉
㚲妬

カ

致
シ
候
ヨ
リ
申
候
義
ニ
シ
テ
、
彼
徒
ノ
誣
説

今
ニ
ハ始ジ
メ
ヌ
事
ニ
御
坐
候
。 

（
傍
記
「
妬
カ
」
マ
マ
、
四
四
オ
）

玄
智
が
『
源
流
章
』
を
根
拠
と
し
て
、
幸
西
義
は
義
趣
幽
邃
で
あ
り
源
空
所
破
の
一
念
義
で

な
か
っ
た
よ
う
だ
と
評
し
た
こ
と
は
、
卓
見
と
言
っ
て
よ
いＧ
。
一
念
の
邪
義
を
幸
西
の
所
立

と
す
る
『
四
十
八
巻
伝
』
な
ど
の
記
事
を
「
鎮
徒
ノ
誣
説
」
と
断
じ
た
こ
と
も
、
当
時
と
し

て
は
極
め
て
大
胆
で
あ
っ
た
。

　

先
行
研
究
で
は
、善
裕
昭
が
「
江
戸
期
浄
土
宗
・
真
宗
に
お
け
る
幸
西
研
究
は
、『
源
流
章
』

を
中
心
史
料
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
るＨ
」
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
浄
土
宗
鎮

西
流
は
、
自
分
た
ち
が
勅
修
御
伝
と
し
て
尊
崇
し
て
い
た
『
四
十
八
巻
伝
』
を
金
科
玉
条
と

し
て
真
宗
を
難
破
し
、
真
宗
の
玄
智
な
ど
は
『
源
流
章
』
を
根
拠
と
し
て
反
破
し
た
。

　

例
え
ば
、
や
や
前
後
し
て
明
和
五
年
（
1
7
6
8
）
に
真
宗
の
秀
円
が
『
真
宗
安
心
茶
店

問
答
』
二
巻
を
刊
行
す
る
と
、
祖
海
敬
首
（
天
和
三
年
﹇
1
6
8
3
﹈
〜
寛
延
元
年
﹇
1
7
4
8
﹈）

の
遺
弟
ら
し
き
鎮
西
流
僧
は
破
文
『
一
念
義
破
文
』
一
巻Ｉ
で
、「
忝
モ
天
子
自
ラ
御
震
翰
ヲ

染
サ
セ
玉
ヒ
テ
、
天
下
後
世
ノ
亀
鑑
ト
諸
宗
一
同
ニ
仰
キ
奉
ル
大
師
ノ
『
御
伝
』
ニ
ハ
、
幸

西
〈
親
鸞
モ
コ
レ
ト
同
シ
〉
ガ
コ
ト
ヲ
「
外
道
ナ
リ
、
邪
人
ナ
リ
、
畜
生
ナ
リ
」
ト
、
大
師
コ

ト
ノ
外
呵
責
シ
追
放
シ
玉
ヱ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
反
破
し
て
、
真
宗
本
派
の
欽
願

仰
誓
『
弾
妄
編
』
巻
上
（
安
永
十
年
﹇
1
7
8
1
﹈
成
立
）
が
「
汝
カ
家
ノ
口
癖
ニ
、
何
ソ
ト
云

ト
「
天
子
ノ
御
震
翰
ヲ
染
タ
マ
フ
『
御
伝
』」
ト
自
負
ス
ル
コ
ト
、
ツ常子
ノ
ナ習ラ
ヒ
耳
ニ
タ立

チ
テ
キ聞

ヽ
ニ
ク
シ
」（
三
二
オ
）
と
述
べ
た
こ
と
は
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
。

　

ま
た
、
安
永
六
年
（
1
7
7
7
）
に
同
派
の
玄
智
が
前
述
の
『
顕
真
弁
』
を
呈
上
す
る
と
、

翌
七
年
、
鎮
西
流
の
往
誉
単
霊
は
『
鸞
徒
顕
偽
弁
』
一
巻
で
次
の
如
く
、
や
は
り
源
空
と
親

鸞
は
師
弟
で
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。

具
眼
の
人
、
誰
か　
『
勅
修
』
に
背
て
「〔
親
鸞
は
…
引
用
者
註
〕
直
授
の
門
弟
な
り
」
と

い
ふ
事
を
信
用
せ
ん
や
。 

（
八
ウ
）

一
念
義
は
親
鸞
自
立
の
偽
法
に
し
て
、
円
光
大
師
の
法
流
に
違
背
す
る
こ
と
明
白
な

り
。 

（
三
八
ウ
）

こ
れ
も
ま
た
浅
薄
な
批
判
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

今
日
か
ら
見
れ
ば
、
双
方
の
学
僧
の
多
く
は
自
讃
毀
他
の
た
め
、
自
宗
に
と
っ
て
有
利
な

史
料
を
用
い
た
だ
け
だ
と
も
言
い
得
る
。
し
か
し
動
機
が
何
で
あ
れ
、
こ
の
宗
名
争
が
一
念

義
研
究
を
促
進
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

鎮
西
流
の
宗
学
者
で
あ
っ
た
性
誉
妙
瑞
（
未
詳
〜
天
明
七
年
﹇
1
7
8
7
﹈）
は
、
恐
ら
く
宗

名
争
の
勃
発
直
後
で
あ
ろ
う
、『
弁
一
念
義
』
一
巻
を
著
わ
し
て
斯
く
論
じ
た
。

『
伝
』〔『
四
十
八
巻
伝
』
巻
第
四
十
八
…
引
用
者
註
〕
文
云
、「
行
空
与w

成
覚q

共
立w

一
念

義q

」。
然
則
、
此
二
人
所
立
仏
智
無
二
之
一
念
義
、
昭
乎
明
矣
。
今
要w

二
計
之
旨a

其
言
異
意
同
者

0

0

0

0

0

0

。
其
外
相
似e

互
示w

一
辺a

其
内
証
以p

是
同
穴
野
狐

0

0

0

0

。
故
其
所w

計
立q

毫
釐
不p

差
。 

（
六
オ
）

親
鸞
入w

幸
西
之
門a

潤-w

色
僻
解a

専
弘w

一
念
義z

 

（
一
二
ウ
）

『
四
十
八
巻
伝
』
に
よ
れ
ば
、
行
空
と
幸
西
は
「
言
異
意
同
」
の
「
同
穴
野
狐
」
だ
っ
た
。

そ
の
幸
西
に
親
鸞
は
入
門
し
、
一
念
義
を
弘
通
し
た
、
と
。
妙
瑞
は
、『
東
宗
要
玄
談
』
一

巻
（
安
永
七
年
﹇
1
7
7
8
﹈
自
跋
）
と
『
徹
選
択
集
私
志
記
』
三
巻
（
以
下
、『
私
志
記
』
と
略
す
）

な
ど
で
も
こ
の
同
穴
野
狐
説
を
繰
り
返
し
て
い
るＪ
。

　

当
時
利
用
で
き
た
諸
書
を
通
覧
し
た
妙
瑞
は
、
行
空
と
幸
西
、
親
鸞
の
用
い
た
表
現
が
異

な
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
妙
瑞
は
、
そ
の
よ
う
な
不
同

は
皮
相
な
も
の
で
し
か
な
い
と
し
、
三
人
は
「
言
異
意
同
」
の
「
同
穴
野
狐
」
す
な
わ
ち
同

じ
穴
の
狢
の
一
念
義
だ
と
し
て
、『
四
十
八
巻
伝
』
の
記
事
を
是
と
し
たＫ
。

　

そ
し
て
江
戸
末
期
、
真
宗
大
谷
派
の
亀
水
了
祥
（
天
明
八
年
﹇
1
7
8
8
﹈
〜
天
保
十
三
年

﹇
1
8
4
2
﹈）
は
一
念
義
に
つ
い
て
多
く
の
卓
見
を
示
し
た
。『
異
義
集
』
巻
第
一
に
は
「
幸

西
ノ
真
説
ヲ
ミ見

ル
ハ
、『
源
流
』
ヲ
正
ト
ス
ヘ
シ
」（
四
三
四
頁
）
と
あ
り
、『
自
力
他
力
事
所

聞
記
』
巻
上
（
天
保
八
年
﹇
1
8
3
7
﹈
講
説
）
に
は
「
今
ノ
モ者ノ
ガ
ヤ
タ
ラ
ニ
一
念
ヲ
「
邪

義
々
々
」
ト
思
フ
ハ
、
大
キ
ナ
心
得
違
ヒ
」（
其
五
）、「
ヤ
タ
ラ
ニ
一
念
ト
云
ヘ
バ
鬼
ノ
ヨ

フ
ニ
思
フ
、
サ
ウ
イ
フ
杜
撰
デ
ハ
宗
意
ハ
ワ分

カ
ラ
ヌ
。
一
念
ノ
云
所
モ
大
ニ
道
理
ア
リ
」（
同

前
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
膚
学
の
能
く
言
う
所
で
な
い
。

　

こ
れ
と
前
後
し
て
同
宗
本
願
寺
派
の
某
僧
も
、『
見
影
録
』
一
巻
（
天
保
十
四
年
﹇
1
8
4
3
﹈

成
立
）
で
斯
く
述
べ
た
。

戒
壇
然
公
〔
戒
壇
院
凝
然
…
引
用
者
註
〕『
浄
土
源
流
章
』
ニ
幸
西
自
撰
ノ
書
ヲ
引
テ
、
詳

ニ
仏
智
ノ
一
念
ノ
相
ヲ
弁
ス
。〔
…
〕
然
公
ハ
親
ク
披
閲
𬼀
其
義
ヲ
記
ス
、
其
説
信
ス



江
戸
時
代
の
浄
土
宗
僧
と
真
宗
僧
に
よ
る
一
念
義
研
究
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ヘ
シ
。
其
所p

述
幸
西
仏
智
ノ
一
念
ハ

0

0

0

0

0

0

0

0

吉
水
『
九
巻
』、『
十
巻
伝
』、『
黒
谷
伝
』
等
ニ

云
所
ノ
如
キ
浅
略
ナ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

凝
然
『
源
流
章
』
は
幸
西
佚
書
を
引
用
し
て
い
る
た
め
、
そ
う
し
て
い
な
い
『
四
十
八
巻
伝
』

な
ど
よ
り
も
信
憑
す
べ
き
だ
、
と
。
こ
れ
は
、
依
拠
し
て
い
る
先
行
史
料
に
よ
っ
て
史
料
価

値
を
判
断
す
べ
き
だ
と
い
う
、
今
日
の
方
法
論
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
右
に
挙
げ
た
『
弁
翼
讃
遺
事
』
以
下
の
諸
書
の
多
く
は
写
伝
さ
れ
る
の
み
で

あ
っ
た
た
め
、
広
く
読
ま
れ
な
か
っ
た
。
寺
社
奉
行
か
ら
の
沙
汰
を
待
っ
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
私
見
を
顕
名
で
刊
行
す
れ
ば
、
本
寺
か
ら
の
咎
め
を
招
く
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、

『
四
十
八
巻
伝
』
に
は
勅
伝
と
し
て
の
権
威
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
記
事
へ
の
批
判
を
公
刊

す
る
よ
う
な
こ
と
は
憚
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
四
項
　
経
歴
『
源
流
章
玄
談
』
と
恵
龍
『
源
流
章
玄
叙
』

　

他
方
で
江
戸
後
期
、『
源
流
章
』
の
注
意
す
べ
き
講
録
が
二
つ
作
ら
れ
た
。
浄
土
宗
鎮
西

流
の
十
誉
経
歴
（
元
文
五
年
﹇
1
7
4
0
﹈
〜
文
化
七
年
﹇
1
8
1
0
﹈）
に
よ
る
『
浄
土
源
流
章

玄
談
』
一
巻
（
以
下
、『
源
流
章
玄
談
』
と
略
す
）
と
、
真
宗
大
谷
派
の
紫
江
恵
龍
（
宝
暦
九
年

﹇
1
7
5
9
﹈
〜
文
政
十
三
年
﹇
1
8
3
0
﹈）
に
よ
る
『
浄
土
法
門
源
流
章
玄
叙
』
一
巻
（
以
下
、

『
源
流
章
玄
叙
』
と
略
す
）
で
あ
る
。

　

後
者
は
文
化
十
三
年
（
1
8
1
6
）、
科
本
『
源
流
章
』
と
と
も
に
二
冊
本
と
し
て
刊
行
さ

れ
たＬ
。
そ
の
二
年
前
の
十
一
年
付
題
記
に
よ
れ
ば
、「
南
筑
真
勝
寺
恵
龍
師
」
が
講
衆
の
求

め
に
応
じ
て
『
源
流
章
』
の
玄
叙
と
本
文
科
節
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
講
衆
数
人
が

こ
れ
を
四
方
に
伝
え
ん
こ
と
を
請
い
、
師
も
ま
た
強
い
て
こ
れ
を
拒
む
に
忍
び
な
か
っ
た
た

め
刊
行
に
至
っ
た
、
と
い
う
。

　

両
講
録
は
幸
西
の
一
念
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
斯
く
述
べ
て
い
る
。

経
歴
『
源
流
章
玄
談
』

恵
龍
『
源
流
章
玄
叙
』

□問
イ

、「
□幸
西
一
念
義
イ

□
□
□
□
、
□豈
イ

非w

那邪
イ

義z

既
元
祖

「
付
仏
法
外
道
也
」云　　
云
」。
今
云謂
イ

、
・
此
義
実
イ

難p

思
、

有w

種
々
疑
難z

〔
…
〕
如p

是
有w

疑
難q

故
、

此
『
章
』
中
一
之
大
難
関
也
。
今
私
設w

会
尺q

通p

之
。 

（
八
ウ
）

問
、「
幸
西
坊
一
念
義
、
豈
非w

邪
義q

耶
。
既

元
祖
「
付
仏
法
外
道
也
」
云　
　

云
」。
今
謂
、
此
義

実
難p

思
、
有w

種
種
疑
難z

〔
…
〕
如p

此
有w

疑
難q

故
、
是
『
章
』
中
大
難
関
也
。
今
私
設w

会
釈q

通p

之
。 

（
一
一
オ
〜
ウ
）

問
、「
何
彼
一
念
義
所
立
、
非p

邪
耶
」。
答
、

彼
所
立
之
仏
智
意
一
念
者
、
元
基是
カ

相-w

対
多
念q

非w

一
念q

也
。
彼
問門
イ

人
所p

弘
一
念
定
可w

邪

義a

今
仏
智
一
念
約w

自
己
法
体q

成-w

立
之z

案w

其
所
立
意a

弥
陀
仏
願
非p

求p

外
、
我
心

法
体
也
。
所p

言
「
法
体
」
者
、
衆
生
在
纏
之

本
覚
、
而
外
以w

機
情
之
信
心q

非p

称w

彼
仏
名

号z

帰w

我
心
法
体
本
覚
之
本
仏q

称w

名
号a

即
全
弥
陀
仏
与w

自
心q

同
体
而
更
無p

異
、
弥

陀
仏
自
所p

当p

称w

自
名
号q

也
、
此
生
仏
入w

乎
不
二
之
心q

也
。
名w

「
一
乗
」a

亦
名w

「
心

一
乗
」z

弥
陀
直
称w

自
名
号a

即
一
念
即
元
是

弥
陀
之
智
意
也
。
此
名w

「
智
意
一
念
」z

 

（
九
ウ
〜
一
〇
オ
）

問
、「
彼
一
念
義
所
立
、
何
非p

邪
耶
」。
答
、

彼
所
立
仏
智
一
念
者
、
非i

相-w

対
多
念q

一
念y

也
。
而
彼
門
後
輩
所p

弘
一
念
定
応w

邪
計a

今

仏
智
一
念
約w

自
己
法
体q

成-w

立
之z

按w

彼
所

立
意a

弥
陀
仏
願
非p

求w

於
外a

自
心
之
法
体

是
也
。
所p

言
「
法
体
」
者
、
衆
生
在
纏
之
本
覚
、

而
外
以w

機
情
之
信
心q

非p

称w

彼
仏
名
号z

帰w

自
心
法
体
本
覚
之
本
仏q

称w

名
号a

則
全

弥
陀
仏
与w

自
心q

同
体
而
更
无p

異
、
弥
陀
仏

自
当p

称w

自
名
号q

之
義
也
。
是
生
仏
不
二
之

心
、
名w

「
一
乗
」a

亦
名w

「
心
一
乗
」z

弥

陀
直
称w

自
名
号a

則
一
念
即
元
是
弥
陀
之
仏

智
、
此
名w

「
仏
智
一
念
」z 

（
一
二
オ
〜
ウ
）

彼
所
立
、
約w

仏
智
法
体q

成-w

立
一
念
義a

大

同w

花
厳
性
起
法
門z

如
何
者
、
今
仏
智
一
念

法
体
者
、
在
纏
本
覚
也
。
爾
契w

仏
智
一
念q

者
、

於w

在
纏
因q

具w

出
纏
果
法z

是
生
仏
互
摂
之

本
覚
也
。
今
疑凝
イ

然
師
花
厳
宗
報教
イ

之
達
将
故
、
彼

所
立
仏
智
一
念
、
能
契w

自
宗
性
起
法
門a

似-w

同
生
仏
互
摂
本
義z

故
是
凝
然
師
練-w

广
本
習

之
義q

故
、
具
見p

述w

彼
所
立
義z

 

（
一
〇
ウ
〜
一
一
オ
）

彼
所
立
、
約w

仏
智
法
体q

成-w

立
一
念
義a

大

同w

華
厳
性
起
法
門z

何
者
、
仏
智
一
念
、
其

法
体
在
纏
本
覚
也
。
然
契w

於
仏
智
一
念q

者
、

於w

在
纏
因q

具w

出
纏
果
法z

是
生
仏
互
摂
之

本
覚
也
。
今
凝
然
師
華
厳
宗
教
之
達
将
故
、
彼

所
立
之
仏
智
一
念
、
能
契w

自
宗
性
起
法
門a

似-w

同
生
仏
互
摂
本
義z

故
『
章
』
主
練-w

磨
本

宗
之
義q

故
、
迺
述w

彼
所
立
義q

也
。

 

（
一
三
オ
〜
ウ
）

今
時
人
不p

許w

幸
西
之
一
念
義q

者
、
尤
爾
。

亦
曽
不p

知i

立w

一
念
義q

彼
素
意n

故
当e

此

『
章
』
之
至w

此
段a

不p

能p

解p

之
。
是
不p

知w
元
意q

故
。 

（
二
九
ウ
）

一
念
義
所
立
誠
以
此
『
章
』
難
解関
カ

、
而
抄
物
中

曽
無w
解p
之
書z

故
亦
所
立
素
意
甚
難p

知
。

是
故
今
私
不p
得p
止
而
具
解w

所
立
義z

学
者

得p

意p

之
知p

之
。 

（
三
六
ウ
）

一
見
し
て
明
ら
か
な
如
く
、
両
書
に
は
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
あ
る
。
そ
し
て
、
と
も
に
『
源
流
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章
』
に
よ
っ
て
幸
西
の
所
謂
「
一
念
」
と
は
一
称
で
な
く
一
心
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
指
摘

し
つ
つ
、
我
が
心
の
法
体
本
覚
の
本
仏
に
帰
し
て
名
号
を
称
え
る
こ
と
が
幸
西
一
念
義
で
あ

り
、
邪
義
と
し
て
の
一
念
義
は
そ
の
門
人
が
弘
め
た
所
だ
、
と
い
う
同
書
に
見
え
な
い
説
を

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
華
厳
宗
僧
で
あ
る
凝
然
が
幸
西
の
仏
智
一
念
義
を
具
述
し
た
の
は
、

こ
れ
が
自
宗
の
性
起
法
門
と
大
同
だ
か
ら
だ
、
と
い
う
特
異
な
解
釈
も
共
通
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
が
暗
合
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
『
源
流
章
玄
談
』
講
者
の
経
歴
は
、
鎮
西
流
僧
で
あ
る
と
と
も
に
華
厳
学
者
で
も
あ
っ
た
。

今
津
洪
嶽
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
経
歴
は
寛
政
二
年
（
1
7
9
0
）
に
浪
華
か
ら
下
っ
て
筑
紫

熊
本
で
講
を
開
き
、
翌
三
年
春
か
ら
熊
本
往
生
院
に
住
持
し
て
同
年
十
月
に
帰
坂
し
、
文
化

七
年
（
1
8
1
0
）
に
七
十
一
歳
で
没
し
た
と
い
うＭ
。
ま
た
後
世
成
立
の
「
釈
大
然
師
小
伝
」

は
、「
享
和
五
年
浪
華
の
経
歴
師
柳
川
真
勝
寺
に
来
り
て
華
巌マ

マ

性
起
縁
起
の
講
義
あ
り
。
師

〔
南
嶽
大
然
…
引
用
者
註
〕
も
亦
そ
の
席
に
加
は
り
、
同
寺
の
学
舎
に
在
る
こ
と
久
し
か
り
きＮ
」

と
い
う
。
享
和
は
四
年
（
1
8
0
4
）
で
改
元
さ
れ
た
た
め
「
享
和
五
年
」
と
い
う
時
期
に

問
題
は
あ
る
が
、
経
歴
が
筑
後
国
柳
川
藩
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
の
真
勝
寺
で
も
華
厳
学
の
講

を
開
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
恵
龍
は
同
寺
の
第
十
一
世
で
あ
っ
たＯ
。

　

恐
ら
く
経
歴
は
、
招
か
れ
て
柳
川
で
華
厳
学
を
講
じ
、
そ
の
一
環
と
し
て
華
厳
宗
の
凝
然

『
源
流
章
』
に
つ
い
て
も
講
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
源
流
章
』
の
幸
西
義
に
つ
い
て

の
記
事
を
純
粋
に
解
釈
す
る
と
、『
四
十
八
巻
伝
』
の
そ
れ
と
抵
触
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
鎮
西
流
僧
で
あ
る
経
歴
は
、
我
が
心
の
法
体
本
覚
の
本
仏
に
帰
し
て
名
号
を
称
え
る

こ
と
が
幸
西
義
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
四
十
八
巻
伝
』
と
『
源
流
章
』
を
会
通

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
恵
龍
は
柳
川
で
経
歴
『
源
流
章
玄
談
』
を
読
み
、
そ

の
説
を
剽
窃
し
て
『
源
流
章
玄
叙
』
を
刊
行
し
た
に
違
い
な
いＰ
。

　

経
歴
『
源
流
章
玄
談
』
は
写
伝
さ
れ
る
の
み
で
殆
ど
読
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
るＱ
が
、

科
本
『
源
流
章
』
と
と
も
に
刊
行
さ
れ
た
恵
龍
『
源
流
章
玄
叙
』
は
版
を
重
ね
た
。
明
治
廿

九
年
（
1
8
9
6
）
に
真
宗
本
願
寺
派
の
前
田
慧
雲
は
、
恵
龍
『
源
流
章
玄
叙
』
か
ら
前
掲

の
「
彼
所
立
仏
智
一
念
者
、
非i

相-w

対
多
念q

一
念y

也
。〔
…
〕
弥
陀
直
称w

自
名
号a

則
一

念
即
元
是
弥
陀
之
仏
智
、
此
名w

「
仏
智
一
念
」q

」（
一
二
オ
〜
ウ
）
を
引
用
し
て
、
斯
く
評

し
た
。右

は
何
に
拠
て
如
此
の
説
を
な
せ
し
や
頗
る
不
審
な
り
。〔
…
〕
源
流
章
の
文
は
如
何

0

0

0

0

0

0

0

0

に
曲
会
せ
ん
と
す
る
も
右
恵
龍
の
説
の
如
く
に
は
解
し
得
ら
れ
ざ
る
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
蓋
し
恵
龍

は
勅
修
伝
楷
定
記
等
に
皆
幸
西
の
法
門
を
本
覚
心
性
の
所
談
の
如
く
記
述
し
あ
る
に
よ

り
て
、
一
概
に
彼
の
説
を
執
じ
て
そ
の
眼
を
以
て
強
て
源
流
章
を
解
し
去
り
し
も
の
な

ら
ん
歟
。〈〔
…
〕〉
然
る
に
多
念
の
浄
業
を
払
ふ
所
の
一
念
義
を
斥
し
て
、
彼
門
後
輩
所

弘
の
邪
計
な
り
と
す
る
は
頗
る
卓
見
な
る
も
の
ゝ
如
しＲ
。

前
田
の
言
う
如
く
、
恵
龍
『
源
流
章
玄
叙
』
は
明
ら
か
に
『
四
十
八
巻
伝
』
と
抵
触
し
な
い

よ
う
に
『
源
流
章
』
を
解
釈
し
て
い
る
。
真
宗
僧
の
恵
龍
が
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
理
由
を

前
田
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
恵
龍
の
幸
西
義
理
解
が
経
歴
の
そ
れ
に

由
来
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

結
語

　

以
上
本
論
で
は
、
幸
西
の
一
念
義
が
江
戸
時
代
の
浄
土
宗
僧
と
真
宗
僧
に
よ
っ
て
如
何
に

研
究
さ
れ
た
か
を
整
理
し
た
。

　

鎌
倉
後
期
成
立
の
『
九
巻
伝
』
と
『
四
十
八
巻
伝
』
に
は
、
幸
西
が
本
迹
二
門
の
弥
陀
や

一
念
の
邪
義
を
立
て
て
源
空
か
ら
破
門
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
殊
に
『
九
巻
伝
』
で

は
、
幸
西
弟
子
の
「
善
心
坊
」
が
承
元
三
年
に
越
後
国
で
一
念
義
を
弘
め
た
と
さ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
、
浄
土
宗
僧
は
両
伝
な
ど
を
根
拠
に
、
親
鸞
門
流
の
真
宗
を
邪
徒
の
門
流
と
し

て
難
破
し
た
。
侮
り
を
蒙
っ
た
同
宗
僧
は
当
初
、
浄
土
宗
僧
と
同
じ
く
『
四
十
八
巻
伝
』
な

ど
に
依
拠
し
て
幸
西
を
邪
徒
と
し
、
祖
師
親
鸞
は
そ
の
よ
う
な
邪
徒
の
弟
子
で
な
い
と
反
破

し
た
。
し
か
し
真
宗
両
本
願
寺
派
僧
は
、
本
願
寺
第
三
世
と
さ
れ
る
宗
昭
が
一
念
義
を
習
学

し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
で
あ
ろ
う
、
後
に
幸
西
は
邪
徒
だ
っ
た
と
す
る
通
説
を
懐
疑
し
、

『
源
流
章
』
を
根
拠
と
し
て
反
破
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
見
識
の
一
部
は
、
幸
西
の
佚
書

『
玄
義
分
抄
』
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
の
研
究
に
と
っ
て
も
有
益
な
も
の
で
あ

る
が
、
殆
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
の
浄
土
宗
僧
は
、『
四
十
八
巻
伝
』
を
勅
修
御
伝
と
し
て
尊
崇
し
て
い
た
た
め
、
そ

の
記
事
に
泥
み
創
見
に
乏
し
か
っ
た
。
た
だ
し
同
宗
の
華
厳
学
者
で
も
あ
っ
た
経
歴
は
『
源

流
章
玄
談
』
で
、
幸
西
の
所
謂
「
一
念
」
が
一
称
で
な
く
一
心
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
指
摘

し
な
が
ら
、
そ
の
解
釈
を
や
は
り
『
四
十
八
巻
伝
』
の
記
事
に
付
会
し
た
。
こ
の
経
歴
講
録

を
剽
窃
し
た
の
で
あ
ろ
う
真
宗
大
谷
派
の
恵
龍
『
源
流
章
玄
叙
』
は
、『
源
流
章
』
を
何
故

か
『
四
十
八
巻
伝
』
の
記
事
に
付
会
し
て
講
じ
た
も
の
と
し
て
、
後
の
研
究
で
批
判
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
整
理
結
果
は
、
研
究
が
如
何
に
時
代
状
況
か
ら
制
約
さ
れ
易
い
か
と
い
う
こ
と



江
戸
時
代
の
浄
土
宗
僧
と
真
宗
僧
に
よ
る
一
念
義
研
究

（7）50

や
、
剽
窃
な
ど
は
二
百
余
年
を
経
て
も
発
覚
し
得
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
示
し
て
い
よ
う
。

先
行
研
究
は
必
ず
し
も
巨
人
の
肩
に
比
喩
さ
れ
る
ほ
ど
に
偉
大
で
な
く
、
盲
信
す
べ
き
で
な

い
。
筆
者
も
ま
た
自
省
自
戒
す
る
の
み
で
あ
る
。

註本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
次
の
如
し
。
引
用
で
は
適
宜
字
体
と
句
読
を
改
め
、
訓
点
や
傍
点
、
傍
記
、

括
弧
、
頁
数
を
付
し
、
改
行
を
省
い
た
。

『
源
流
章
』
…
慶
安
三
年
（
1
6
5
0
）
版
。『
一
念
義
破
文
』（
請
求
記
号
「
一
一
八
七
‐
三
〇
‐
一
」）、

『
九
巻
伝
』（
宝
暦
十
年
﹇
1
7
6
0
﹈
慧
城
寄
付
本
、
請
求
記
号
「
一
五
一
六
‐
七
二
‐
九
」）、『
源
流

章
玄
談
』（
請
求
記
号
「
一
五
一
一
‐
一
〇
‐
一
」）、『
弁
一
念
義
』（
文
政
七
年
﹇
1
8
2
4
﹈
書
写
本
、

請
求
記
号
「
一
五
七
‐
五
九
‐
一
」）
…
大
正
大
学
付
属
図
書
館
蔵
。『
四
十
八
巻
伝
』
…
法
然
上
人
絵
伝

集
成
（
総
本
山
知
恩
院
・
浄
土
宗
）。『
親
鸞
邪
義
決
之
虚
偽
決
』、『
弁
翼
讃
遺
事
』、『
顕
浄
土
真
実
教
行

証
文
類
光
融
録
』、『
異
義
集
』
…
真
宗
全
書
（
蔵
経
書
院
）。『
念
仏
名
義
集
』
…
寛
文
八
年
（
1
6
6
8
）

版
。『
流
義
問
答
』
…
正
徳
六
年
（
1
7
1
6
）
版
。『
最
須
敬
重
絵
詞
』
…
大
系
真
宗
史
料
（
法
蔵
館
）。

『
一
向
宗
復
答
書
返
破
』（
請
求
記
号
「
一
九
七
・
一
‐
二
一
二
」）、『
見
影
録
』（
昭
和
二
年
﹇
1
9
3
7
﹈

書
写
本
、
請
求
記
号
「
一
六
一
‐
三
〇
」）
…
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
。『
顕
真
弁
』（
明
治
卅
七
年

﹇
1
9
0
4
﹈
書
写
本
、
請
求
記
号
「
二
〇
一
四
‐
九
〇
」）、『
鸞
徒
顕
偽
弁
』（
同
年
書
写
本
、
請
求
記

号
「
二
〇
一
四
‐
五
二
」）
…
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。『
弾
妄
編
』（
請
求
記
号
「
蔵
‐
真
‐
二
二
〇
」）

…
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。『
自
力
他
力
事
所
聞
記
』（
明
治
四
十
二
年
﹇
1
9
0
9
﹈
書
写
本
か
、
請

求
記
号
「
宗
大
一
二
二
七
」）、『
法
水
分
流
記
』（
元
禄
九
年
﹇
1
6
9
6
﹈
匪
空
書
写
本
、
請
求
記
号
「
宗

丙
四
二
」）
…
大
谷
大
学
図
書
館
・
博
物
館
蔵
。『
源
流
章
玄
叙
』
…
文
化
十
三
年
（
1
8
1
6
）
版
。『
吉

水
法
流
記
』
…
牧
哲
義
「『
吉
水
法
流
記
』『
法
水
分
流
記
』
の
翻
刻
と
そ
の
研
究
」（『
東
洋
学
研
究
』
三

〇
、
1
9
9
3
）。『
私
志
記
』
…
浄
土
宗
全
書
（
山
喜
房
仏
書
林
）。『
柳
河
明
証
図
会
』
…
柳
川
市
史
史

料
編
（
柳
川
市
）。『
永
代
録
』（
史
料
番
号
「
真
勝
寺
文
書
緊
一
五
」）、『
旧
柳
河
藩
誌
』（
史
料
番
号
「
柳

河
藩
政
史
料
五
三
八
〇
」）、『（
真
勝
寺
記
録
）』（
史
料
番
号
「
真
勝
寺
文
書
緊
二
三
」）、『
真
勝
寺
之
記
』

（
史
料
番
号
「
真
勝
寺
文
書
緊
一
四
」）
…
柳
川
古
文
書
館
蔵
。

（
1
） 　

幸
西
が
源
空
か
ら
破
門
さ
れ
た
と
考
え
難
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
成
覚
房
幸
西
へ
の

誤
解
│
│
安
楽
房
遵
西
と
法
本
房
行
空
に
着
目
し
て
│
│
」（『
浄
土
学
』
六
二
、
2
0
2
5
）
参
照
。

（
2
） 　

村
上
専
精
『
真
宗
全
史
』、
丙
午
出
版
社
、
1
9
1
6
、
六
七
二
〜
三
頁
。

（
3
） 　

前
田
寿
雄
は
、『
邪
義
決
』
成
立
当
時
の
総
持
寺
住
持
は
南
楚
大
江
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
、「
明
確
な
根
拠
と
な
る
資
料
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、南
楚
上
人
が
何
ら
か
の
形
で
『
邪
義
決
』

に
関
与
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
（「『
親
鸞
邪
義
決
之
虚
偽

決
』
の
研
究
」、『
龍
谷
教
学
』
四
〇
、
2
0
0
5
、
一
〇
〇
頁
）。

（
4
） 　

九
々
老
衲
『
流
義
問
答
』
巻
第
一
上
第
六
条
に
よ
れ
ば
、
帰
郷
子
は
自
分
九
々
老
衲
の
学
友
「
玄

覚
坊
ト
イ
ヘ
ル
僧
」
で
あ
り
、
当
時
は
和
州
吉
野
を
経
回
し
て
い
た
が
た
ま
た
ま
故
郷
の
紀
州
に
帰

り
、
同
地
で
『
邪
義
決
』
を
読
ん
だ
と
い
う
（
一
四
オ
）。
井
上
哲
雄
は
玄
覚
を
真
宗
本
派
の
学
寮

初
代
能
化
と
さ
れ
る
照
黙
西
吟
の
弟
子
と
す
る
（『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』、
永
田
文
昌
堂
、
1

 

9

 
7
 

 
9
、
八
五
頁
）
が
、
根
拠
不
明
。

（
5
） 　

後
世
、
山
上
正
尊
も
『
邪
偽
決
』
に
つ
い
て
「『
九
巻
伝
』
に
は
親
鸞
の
高
諱
は
無
い
の
に
今
此

二
字
を
加
へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
〔
…
〕
許
し
難
い
誣
謗
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（「
徳
川
初
期
に
於

け
る
親
鸞
悪
罵
の
研
究
」、『
真
宗
学
報
』
八
、
1
9
3
1
、
一
四
頁
）。

（
6
） 　

開
版
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
古
本
『
本
朝
高
祖
伝
記
』
な
る
も
の
は
「
本
山
善
導
寺
」
の
蔵
書
だ
と

い
う
（
巻
下
二
三
ウ
）
が
、
未
詳
。
な
お
こ
の
「
本
朝
高
祖
伝
記
」
は
、『
九
巻
伝
』
の
異
名
と
い

う
よ
り
も
源
空
伝
の
異
名
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
正
信
房
湛
空
『
伝
法
絵
』
二
巻
（
嘉
禎
三
年

﹇
1
2
3
7
﹈
成
立
）
の
分
巻
さ
れ
た
写
本
四
巻
（
井
上
山
光
明
院
善
導
寺
蔵
）
は
、
前
二
巻
の
内

題
と
外
題
に
「
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
異
筆
ら
し
い
。
ま
た
、
高
瀬

承
厳
は
江
戸
中
期
の
恵
山
書
写
本
『
本
朝
念
仏
祖
師
法
然
上
人
極
伝
抄
』
五
巻
二
冊
（
巻
第
四
残
欠
）

を
入
手
し
、
こ
れ
を
『
正
源
明
義
抄
』
九
巻
の
異
本
か
祖
本
だ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
（
同
「
本
朝

念
仏
祖
師
法
然
上
人
極
伝
抄
に
就
て
（
上
）」﹇『
仏
教
学
』
二
‐
一
一
、
1
9
2
5
﹈
な
ど
参
照
）。

恐
ら
く
、
源
空
伝
は
「
本
朝
祖
師
伝
記
」
な
ど
と
も
通
称
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
善

導
を
震
旦
念
仏
祖
師
と
し
源
空
を
本
朝
念
仏
祖
師
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
7
） 　

寛
文
版
『
念
仏
名
義
集
』
が
「
善
心
房
」
の
右
傍
に
「
親
鸞
ノ
ヿ
也
」
と
小
書
し
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
、真
宗
大
派
の
得
岸
恵
空
『
異
執
決
疑
編
』
巻
上
「
一
念
混
疑
」
第
一
（
元
禄
八
年
﹇
1

 

6

 
9
 

 
5
﹈
自
序
）
で
反
駁
さ
れ
て
い
る
。

（
8
） 　

た
だ
し
山
上
正
尊
は
、
義
山
が
『
翼
賛
』
や
『
円
光
大
師
御
伝
随
聞
記
』
で
考
証
を
装
い
な
が
ら

も
親
鸞
を
貶
め
て
い
た
、
と
批
判
す
る
（「
徳
川
中
期
に
於
け
る
親
鸞
悪
罵
の
研
究
」、『
真
宗
学
報
』

一
一
、
1
9
3
2
、
一
〜
一
〇
頁
）。

（
9
） 　

九
々
老
衲
に
つ
い
て
は
未
詳
。
た
だ
し
、
正
徳
六
年
（
1
7
1
6
）
に
九
九
す
な
わ
ち
八
十
一
歳

で
あ
っ
た
ら
し
い
た
め
、
寛
永
十
三
年
（
1
6
3
6
）
の
生
ま
れ
で
あ
ろ
う
。

（
10
） 　

な
お
両
伝
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、『
四
十
八
巻
伝
』
を
先
と
し
『
九
巻
伝
』
を
後
と
す
る
異
説

も
あ
る
が
、
筆
者
は
『
九
巻
伝
』
が
先
で
『
四
十
八
巻
伝
』
が
後
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。

（
11
） 　
「
慈
光
寺
ノ
勝
縁
上
人
」
と
は
、
凝
然
『
源
流
章
』
で
「
幸
西
門
人
」
と
さ
れ
て
い
る
「
正
縁
大
徳
」

（
二
二
ウ
）
で
あ
り
、
善
偉
堯
恵
『
吉
水
法
流
記
』（
永
和
元
年
﹇
1
3
7
5
﹈
成
立
）
で
幸
西
門
流

と
さ
れ
る
「
証慈

光
寺円
法
師
」（
傍
記
マ
マ
）
で
あ
り
、
了
日
静
見
『
法
水
分
流
記
』（
永
和
四
年
﹇
1

 

3

 
7
 

 
8
﹈
成
立
）
で
や
は
り
幸
西
門
流
と
さ
れ
る
「
勝
縁
」「
正
縁
」
で
あ
ろ
う
。
宗
昭
の
一
念
義
習
学

を
乗
専
は
全
く
隠
そ
う
と
し
て
お
ら
ず
、「
一
念
ノ
流
」
は
邪
流
で
な
く
「
西
山
ノ
法
門
」「
長
楽
寺

ノ
門
風
」
と
同
じ
く
た
だ
の
異
流
と
さ
れ
て
い
る
。
神
子
上
恵
龍
も
「
幸
西
関
係
の
こ
と
を
記
述
す

る
に
当
っ
て
は
、
必
し
も
批
判
的
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（「
宗
祖
と
法
然
門
下
の
思
想
交

渉
│
│
幸
西
と
親
鸞
│
│
」﹇
初
出
1
9
5
7
、
第
十
五
章
﹈、『
真
宗
教
学
の
研
究
』、
永
田
文
昌
堂
、

1
9
7
2
、
三
〇
八
頁
）。

（
12
） 　

佐
々
木
求
巳
『
真
宗
典
籍
刊
行
史
稿
』（
伝
久
寺
、
1
9
7
3
、
二
八
九
頁
）
の
考
証
に
よ
れ
ば
、

『
最
須
敬
重
絵
詞
』
は
天
和
元
年
（
1
6
8
1
）
乃
至
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
ら
し
い
。

（
13
） 　

梯
実
円
『
玄
義
分
抄
講
述
│
│
幸
西
大
徳
の
浄
土
教
│
│
』、
永
田
文
昌
堂
、
1
9
9
4
、
七
三
頁
。

（
14
） 　

玄
智
と
宗
名
争
に
つ
い
て
は
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
本
願
寺
史
』
二
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
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宗
務
所
、
1
9
6
8
、
二
四
九
〜
六
九
頁
）
や
大
在
紀
「
文
殊
院
釈
玄
智
師
の
事
績
に
つ
い
て
」（『
宗

学
院
論
集
』
六
七
、
1
9
9
5
）
な
ど
参
照
。

（
15
） 　
「
一
向
宗
復
答
書
返
破
」
は
筆
者
に
よ
る
仮
題
。
現
存
唯
一
の
写
本
で
あ
ろ
う
龍
谷
大
学
大
宮
図

書
館
蔵
本
は
、内
題
な
し
、尾
題
「
一
向
宗
復
答
書
、一
名

　
　

宗
名
再
答
書
」、
外
題
「
宗
名
再
答
書　

全
」、

撰
号
な
し
、
墨
付
八
十
六
丁
、
丁
付
あ
り
。
本
書
は
「
彼
宗
ゟ
の
復
答
書
」（
三
三
ウ
）
を
「
逐
一

に
返
破
致
し
候
」（
五
五
オ
）
て
お
り
、
本
論
後
掲
の
『
顕
真
弁
』
も
そ
の
所
破
を
「「
一
向
宗
復
答

書
ト
返
破
」
ト
題
セ
ル
書
」（
一
オ
）
と
称
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
は
本
来
「
一
向
宗
復
答

書
返
破
」
と
称
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
後
人
に
「
一
向
宗
復
答
書
」
と
略
称
さ
れ
、
ま
た
真
宗

僧
に
「
一
向
宗
」
の
名
を
嫌
わ
れ
「
宗
名
再
答
書
」
と
も
別
称
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
16
） 　

玄
智
は
後
に
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
光
融
録
』
巻
第
十
四
（
寛
政
二
年
﹇
1
7
9
0
﹈
自
序
）

で
も
斯
く
述
べ
た
。

雖w

幸
西
所
立a

不p

違p
義
者
不p

得p

不p

用
。
況
一
念
義
弊
、
自w

成
覚
弟
子q

非w

成
覚
房q

〈『
浄
土
源
流
章
』
略-w

叙
幸
西
義

0

0

0z
意
趣
幽
邃

0

0

0

0

、
不p

同w

『
西
方
指
南
鈔
』
等
所p

載
吉
水
所
破

一
念
義q

者
也
〉
也
。 

（
三
九
六
頁
）

た
と
え
幸
西
の
所
立
で
あ
ろ
う
と
も
、
義
に
違
わ
な
け
れ
ば
用
い
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、『
源

流
章
』
の
略
述
し
た
幸
西
義
は
意
趣
幽
邃
で
あ
り
源
空
所
破
の
一
念
義
と
同
じ
で
な
く
、
そ
の
弊
は

幸
西
の
弟
子
か
ら
出
た
も
の
だ
、
と
。

（
17
） 　

善
裕
昭
「
幸
西
の
一
念
義
（
一
）」、『
仏
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一
八
、
1
9
9
0
、
五
四
頁
。

（
18
） 　
『
一
念
義
破
文
』
に
つ
い
て
は
、
星
俊
明
「『
円
戒
念
仏
一
致
章
并
一
念
義
両
破
文
』
に
つ
い
て
」

（『
浄
土
学
』
五
五
、
2
0
1
8
）
参
照
。
本
稿
で
用
い
た
大
正
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
に
は
奥
書
「
寛

延
四
年
辛
未
夏
六
月
」
が
あ
り
、
仏
教
大
学
紫
野
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
「
宗
書
二
〇
九
七
」）

に
は
題
下
撰
号
「
瓔
珞
庵
大
菩
薩
記
」
と
奥
書
「
宝
暦
八
〈
戊
寅
〉
年
南
呂　
　

菩
薩
戒
沙
門
義
弁

書
」
が
あ
る
。
し
か
し
星
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
所
破
は
明
和
五
年
（
1
7
6
8
）
刊
行
の

『
真
宗
安
心
茶
店
問
答
』
で
あ
ろ
う
か
ら
、成
立
年
が
寛
延
四
年
（
1
7
5
1
）
や
宝
暦
八
年
（
1

 

7

 
5
 

 
8
）
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
記
し
て
後
考
を
待
つ
。

（
19
） 　

妙
瑞
の
『
弁
一
念
義
』
と
『
私
志
記
』
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、『
私
志
記
』
巻
上
第
二

条
「
捨
雑
行
帰
正
行
之
篇
」
で
「
予
所p

述
『
弁
一
念
義
章
』
及
『
東
宗
要
玄
談
』」
に
譲
釈
し
て
い

る
（
原
割
註
、
一
四
二
頁
）
た
め
、『
東
宗
要
玄
談
』
は
『
私
志
記
』
に
先
行
す
る
。
そ
し
て
、「『
弁

一
念
義
章
』
及
『
東
宗
要
玄
談
』」
と
い
う
順
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、『
弁
一
念
義
』
は
安
永
七

年
（
1
7
7
8
）
自
跋
の
『
東
宗
要
玄
談
』
に
先
行
し
、
宗
名
争
が
勃
発
し
た
安
永
三
年
の
直
後
、

こ
れ
を
意
識
し
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
20
） 　

他
方
、
先
行
す
る
『
翼
賛
』
巻
第
廿
九
は
「
一
念
義
ヲ
立
タ
ル
人
、
一
二
ニ
ア非ラ
ス
。
サ
レ
ハ
人
々

ノ
意
異
ナ
リ
」（
二
オ
）
と
し
て
、
一
念
義
者
た
ち
の
意
に
も
不
同
が
あ
る
だ
ろ
う
と
認
め
て
い
た
。

（
21
） 　

科
本
『
源
流
章
』
と
恵
龍
『
源
流
章
玄
叙
』
の
初
版
本
は
、
東
海
学
園
大
学
図
書
館
哲
誠
文
庫
蔵

の
文
化
十
三
年
版
（
請
求
記
号
「
一
八
八
・
六
‐
G
‐
一
〜
二
」）
で
あ
ろ
う
。
同
版
は
沢
田
吉
左

衛
門
と
菊
屋
長
兵
衛
、
天
王
寺
屋
市
郎
兵
衛
の
共
版
で
あ
り
、
後
に
刊
年
が
削
ら
れ
て
沢
田
吉
左
衛

門
の
単
独
刊
行
と
な
り
、
明
治
維
新
後
も
文
栄
堂
沢
田
友
五
郎
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

（
22
） 　

今
津
洪
嶽
「
藤
田
寺
十
誉
経
歴
和
上
と
其
の
門
流
」（『
宗
教
界
』
一
二
‐
一
二
、
1
9
1
6
）
参

照
。
な
お
、
遺
弟
の
琢
誉
仁
鏡
の
甥
で
あ
る
冠
誉
慧
厳
が
安
政
六
年
（
1
8
5
9
）
付
で
撰
し
た
経

歴
墓
碑
銘
は
浄
土
宗
宗
典
刊
行
会
編
「
略
伝
集
」（『
浄
土
宗
全
書
』
一
八
、
1
9
1
3
）
に
翻
刻
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
脱
が
散
見
す
る
た
め
、
松
原
恭
譲
「
経
歴
上
人
の
墓
碑
」（『
無
尽
燈
』
二

一
‐
一
〇
、
1
9
1
6
）
も
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。
墓
碑
は
経
歴
旧
住
の
藤
田
寺
が
廃
頽
し
た
た
め
、

仁
鏡
旧
住
の
超
心
寺
に
移
立
さ
れ
た
と
い
う
。

（
23
） 　

浮
羽
史
談
会
編
『
浮
羽
先
哲
遺
芳
』
二
、
浮
羽
史
談
会
、
1
9
1
9
、
一
五
ウ
。

（
24
） 　

真
勝
寺
と
恵
龍
に
つ
い
て
、
西
原
一
甫
『
柳
河
明
証
図
会
』
巻
下
（
文
政
九
年
﹇
1
8
2
6
﹈
〜

天
保
十
五
年
﹇
4
 4
﹈
成
立
）
は
「　
　

山
真
勝
寺
。
浄
土
真
宗
東
派
。〔
…
〕
今
十
一
世
、
当
住

恵
龍
に
至
て
院
家
免
許
御
坊
御
免
あ
り
」（
空
格
マ
マ
）
と
す
る
。
ま
た
中
山
小
学
校
創
立
百
周
年

記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
中
山
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』（
中
山
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事

業
委
員
会
、
1
9
9
3
）
は
、
同
藩
中
山
の
白
鳥
山
照
安
寺
に
つ
い
て
「
歴
代
住
職
の
中
で
殊
に
学

僧
と
し
て
世
の
中
の
子
弟
の
教
化
育
成
に
務
め
た
方
に
寛
政
年
間
に
、
七
代
住
職
が
い
る
。
そ
の
名

を
釈
恵
龍
と
言
っ
た
。
寛
政
四
年
七
月
二
日
、
柳
川
真
勝
寺
の
第
十
一
世
住
職
と
し
て
転
住
し
、
真

勝
寺
学
寮
に
専
念
さ
れ
た
。
そ
の
学
徳
は
本
願
寺
に
達
し
、
本
願
寺
学
寮
の
講
師
と
し
て
迎
え
た
い

と
の
命
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
晩
年
、
中
山
に
帰
り
か
ね
て
研
鑽
し
て
い
た
浄
土
源
流
章
玄
叙
の

注
釈
書
を
完
成
さ
れ
て
い
る
」（
一
二
五
頁
）
と
い
う
。
こ
の
『
中
山
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』

の
記
事
は
、
恐
ら
く
照
安
寺
蔵
の
史
料
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
柳
川
古
文
書
館
に
寄
託

さ
れ
て
い
な
い
た
め
筆
者
未
見
。

　

恵
龍
が
当
初
、
照
安
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
文
化
二
年
（
1
8
0
5
）
六
月
十
日
付
の
寺

社
奉
行
不
破
忠
右
衛
門
か
ら
真
勝
寺
へ
の
書
付
（『（
真
勝
寺
記
録
）』）
に
「
其
方
照
安
寺
在
住
之
中
、

法
儀
学
問
厚
相
心
懸
、
猶
又
当
寺
住
職
以
来
も
弥
出
精
有p

之
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
寛
政
五
年
（
1
7
9
3
）
五
月
付
寺
院
帳
（『
旧
柳
河
藩
誌
』
二
九
‐
三
）
に
は
「
真

勝
寺　

現
住

　
　

恵
龍
」、「
大
英
山
照
安
寺　

恵
雲
」
と
あ
る
。『
真
勝
寺
之
記
』
と
こ
れ
を
増
広
し
た
ら

し
い
『
永
代
録
』
に
よ
れ
ば
、
真
勝
寺
の
第
九
世
万
映
が
寛
政
二
年
（
1
7
9
0
）
十
一
月
八
日
に

没
し
、
そ
の
叔
父
の
第
十
世
梅
映
も
廿
日
ほ
ど
住
持
し
た
だ
け
で
某
年
十
月
廿
三
日
に
没
す
る
と
、

恵
龍
が
照
安
寺
か
ら
転
住
し
て
第
十
一
世
を
襲
い
、
万
映
妹
の
カ
イ
を
娶
っ
て
文
化
三
年
（
1

 

8

 
0
 

 
6
）
に
息
の
龍
丸
（
後
の
如
実
院
龍
泉
）
を
儲
け
、
院
家
免
許
と
御
坊
御
免
を
蒙
り
龍
厳
院
と
号
し
、

文
政
十
二
年
（
1
8
2
9
）
七
月
に
龍
泉
を
第
十
二
世
と
し
て
照
安
寺
に
帰
住
し
た
も
の
の
、
龍
泉

は
同
年
十
月
七
日
に
廿
四
歳
で
没
し
た
た
め
、
照
安
寺
旧
住
で
恵
龍
弟
の
超
証
院
恵
雲
が
真
勝
寺
第

十
三
世
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

　

そ
し
て
大
正
十
一
年
（
1
9
2
2
）、
恵
龍
は
「
立
教
開
宗
七
百
年
紀
念
法
要
ニ
ツ
キ
隠
レ
タ
ル

宗
門
学
界
ノ
功
労
者
」
の
一
人
と
し
て
贈
擬
講
に
追
賞
さ
れ
た
（
真
宗
典
籍
刊
行
会
補
輯
『
大
谷
派

本
黌
沿
革
略
』、
同
編
『
真
宗
大
系
』
目
録
、
真
宗
典
籍
刊
行
会
、
1
9
2
5
、
一
五
四
頁
）。

（
25
） 　

本
論
前
掲
の
対
照
表
に
示
し
た
如
く
、
幸
西
の
一
念
義
は
『
源
流
章
』
の
難
関
で
あ
っ
て
こ
れ
を

解
し
た
書
は
未
だ
嘗
て
な
い
、
と
い
う
文
言
が
経
歴
『
源
流
章
玄
談
』
に
あ
り
、
恵
龍
『
源
流
章
玄

叙
』
に
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
恵
龍
は
先
行
す
る
経
歴
『
源
流
章
玄
談
』
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
） 　

経
歴
『
源
流
章
玄
談
』
の
足
本
は
大
正
大
学
付
属
図
書
館
に
一
部
あ
る
の
み
。
外
題
「
浄
土
源
流
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章
玄
談　

完
」、
内
題
「
浄
土
源
流
章
玄
談
」、
尾
題
「
浄
土
源
流
章
記
畢
」、
大
尾
撰
号
「
十
誉
経
歴

識
」、
本
文
七
十
八
丁
。
本
論
前
掲
の
如
く
「
邪
」
を
譌
っ
て
「
那
」
に
作
る
な
ど
、
明
ら
か
な
形

譌
字
が
散
見
す
る
た
め
原
本
で
な
い
。
ま
た
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
『
源
流
章
玄
談
』
の

零
本
一
部
（
請
求
記
号
「
子
‐
釈
家
‐
宗
浄
二
九
」）
あ
り
。外
題
「
浄
土
源
流
章
玄
談
并
私
考　

全
」、

扉
題
「
浄
土
源
流
玄
談
并
講
録
」、
内
題
「
浄
土
源
流
章
玄
談
」、
撰
号
な
し
、
本
文
卅
五
丁
で
正
大

本
の
前
卅
六
丁
に
相
当
す
る
。

　
「
浄
土
宗
典
目
録
」（『
宗
教
界
』
一
一
‐
一
、
1
9
1
5
、
二
二
頁
）
に
「
十
誉
経
歴
」
の
「
浄

土
源
流
章
私
録
一
巻
（
写
）」
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
『
源
流
章
玄
談
』
は
異
名
同
書
で
あ

ろ
う
。
今
津
洪
嶽
「
藤
田
寺
十
誉
経
歴
和
上
と
其
の
門
流
」（
前
掲
）
は
経
歴
の
「
浄
土
源
流
章
私

録
一
巻
（
写
本
）」
に
つ
い
て
「
予
未
た
披
見
の
便
を
得
ず
。
敢
へ
て
博
雅
の
示
教
を
望
む
所
以
な
り
」

と
し
て
お
り
（
二
一
頁
）、
稀
覯
書
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
27
） 　

前
田
慧
雲
「
法
然
聖
人
門
下
諸
師
の
念
仏
義
」（
初
出
1
8
9
6
）、『
前
田
慧
雲
全
集
』
四
、
前

田
慧
雲
全
集
刊
行
会
、
1
9
3
1
、
二
七
七
頁
。
そ
の
後
に
真
宗
本
派
の
足
利
宣
正
も
、「
大
谷
派

の
恵
龍
と
云
ふ
人
の
書
き
ま
し
た
『
源
流
章
玄
叙
』
は
名
の
如
く
源
流
章
の
講
釈
を
し
てた

カ

も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
源
流
章
の
説
を
取
ら
ず
、
却
つ
て
勅
修
御
伝
に
依
つ
て
居
り
ま
す
」
と
し
た
（「
浄
土

宗
の
興
行
と
其
反
動
│
│
三
朝
浄
土
法
門
の
歴
史
│
│
」、『
信
仰
界
』
二
七
‐
一
〇
、
1
9
1
4
、

三
〇
頁
）。
善
裕
昭
も
、
恵
龍
『
源
流
章
玄
叙
』
は
「
幸
西
の
い
う
一
念
は
多
念
の
語
と
そ
の
意
味

が
規
定
関
係
に
な
く
、
し
た
が
っ
て
法
然
の
よ
う
に
一
称
を
意
味
し
な
い
」
こ
と
を
「
見
抜
い
た
」

と
評
価
し
つ
つ
も
、「
生
仏
一
如
観
の
も
と
に
一
念
を
意
味
づ
け
て
い
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
「『
玄

義
分
抄
』
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
現
在
で
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
」
と
批
判
し
て
い
る

（「
幸
西
の
仏
智
一
念
説
に
つ
い
て
」、『
法
然
学
会
論
叢
』
八
、
1
9
9
2
、
三
四
頁
、
後
註
五
）。

　

な
お
、
前
田
は
本
論
前
引
の
如
く
「
勅
修
伝
楷
定
記

0

0

0

等
に
皆
幸
西
の
法
門
を
本
覚
心
性
の
所
談
の

如
く
記
述
し
あ
る
」
と
述
べ
る
が
、
西
山
流
深
草
派
の
道
教
顕
意
『
観
経
疏
楷
定
記
』
卅
六
巻
に
そ

の
よ
う
な
記
事
は
見
出
し
難
い
。

付
記　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
C
、
課
題
番
号
「
二
二
K
〇
〇
一
一
四
」）
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


